
カ

V

コ
内
は
前
月
比

一

白

川
叶
日
ー
は

1

5
一

人
的
，

A
出
む
一

め

間

帯

M
m
即
日

一

市
肘
世
人
比
比
企
亡
一

村

け

m
m
男
女

別

問

一

n-
，
4
4
1

一

F
HU

F
 

増

減

一れ
て
い
る

「
防
災
の
日
」
で
す
。

・
つ
ぎ
の
よ
ろ
な
こ
と
が
ら
に
注
意

一
レ
て
台
風
、
高
湖
、
樟
波
、
地
震
、

一火
炭
な
ど
に
対
す
ず
め
防
災
の
心
が

一
ま
え
を
た
か
め
、
災
曹
を
最
少
限

一に
く
い
止
め
る
よ
う
に
い
た
し
ま

一し
よ
う
。

一

①
ラ
ジ
オ
、
テ
ピ
、

新
聞
な

一

ど

の

気
象
尚
報
に
常
t

性
意

一

ず

る

一
@
台
風
が
通
過
寸
る
と
の
予
報

一

が
だ
さ
れ
た
場
合
は
、
窓
ガ

一

ラ
ス、

一戸
な
ど
は
動
か
な
い

一

よ
う
に
板
な
ど
で
補
強
し
、

一

瓦
は
針
金
な
ど
で
し
ば
り
つ

一

け
飛
散
し
な
か
よ
う
に
す
る

一
ま
た
停
電
の
場
合
あ
予
相
し
て

↑懐
州
電
灯
、

ロ
ー
ソ
ク
、
マ
ッ
チ

一な
ど
者
準
備
し
て
お
く
。

一

盛
風
速
二
十
五
メ
ー
ド
ル
以
上

一

の
強
風
の
ど
き
は
危
険
で
す
-
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陸
上
自
衛
隊
大
吋
部
隊
で
実
施

す
る
実
開
射
撃
の
九
月
実
施
揖
附

日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

日
君
"
一

目
、
五
日

t
七
日
、
十

日
t
十
五
日、

十
七
日
?
二
十
二

日
、
二
十
四
日
l
二
十
九
日

(庶
務
課
)

長崎県大村荷(50番地

所

印刷所つじ印別所

所

役

行

市

発
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9
月
の
実
弾
射
撃

九
月
一一一ー畠

や
火
災
が
お
き
な
い
よ
う
に
-

注
意
す
る
と
と
。
①
海
岸
地
一

区
で
は
高
湖
、
樟
波
な
ど
に
一

と
く
に
注
意
す
る
.
ま
た
興
一

害
時
に
は
、
デ
マ
が
と
ぶ
乙
一

日
は
防
災
の
日

気
象
通
報
に
は
常
に
注
意
そ

定価一部五円

か
ら
、
な
る
べ
く
一戸
外
巨
で

な
い
よ
う
に
す
る
。

や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合

は
必
ず
帽
子
を
か
ぶ
り
よ
着

を
身
に
つ
げ
る
よ
う
に
す
る

④
断
線
に
注
意
す
る
.
電
組
が

た
れ
き
が
っ
て
い
る
と
き
は

素
手
で
さ
わ
る
と
感
電
死
す

る
と
と
が
あ
り
ま
す
。
断
線

春
発
見
し
た
と
き
は
、
な
わ

ば
り
そ
の
他
の
危
険
表
示
を

し
た
う
え
で
、
も
よ
り
の
電

も

o
人

ぎ

ゼ

て

れ

高

所

一

事

す

す

虫

一

っ

こ

の

場

を

仕

ま

出

毛

ロ

思

o
ら

の

ロ

て

り

え

や

イ

と

す

か

心

ゴ

つ

あ

る

い

ノ

だ
で
上
安
ロ
。
市
内
【
男
子
】
舞
金
人
三
十
才
t

な

が

ふ

ら

の

夫

の

地

対

ゴ

す

六
十
才
回
一
収
三
百
円
・
事
務
兼
運

zw
く

人

り

ぎ

穣

丈

V

で

絶

て

で

転
手
(
普
通
車
)
四
十
五
才
ず
で

日
岡山

お

る

た

び

一

大

な

下

は

い

と

一
万
一
-
一
千
円
i
一
万
五
千
円
・
調

話

ゼ

あ

な

っ

へ

で

は

け

の

で

て

こ

理

見

習

十

五

才

I
ご
十
才
一
万
開

閉

一

し

い

山

一

代

制

陥

M
い
一
叫
ん
附

U
U
M

・
板
金
工
大
千
四
十
才
日
政

府

叩

口

す

か

痛

こ

恐

の

て

避

る

に

喫

三

百

円

i
四
百
円
・
砕
石
夫
寸
八

一斗

イ

出

つ

が

。

の

つ

し

は

す

こ

満

千

四
十

Z
P
Z百
五
十

丑

ゴ

ノ

り

に

か

す

様

く

う

に

と

そ

と

円

・

雑

役

十
八
才
J
一手
才
一

万

・ーー

さ

な

子

な

ま

同

盟

ぜ

す

絞

ら

ん

閣制

三

が

も

お

り

と

コ

も

お

半

か

う

一円
1
一
万
五
回
一
円

-
F遥
釦
寸
久

眠
障

雷

に

た

あ

レ

も

て

な

を

す

γ

一

7二
十
才
八
千
円
山
上
・
運
転

!

な

ま

も

ら

で

い

を

さ

で

ベ

一手
年
令
不
問
一
戸
不
千
円
以
よ
・

.--ZE-
-
i
l
i
--E
l
i
z
-
-
E
E司自
T
E
f
i
l-
--ZEE-
zOPE--EZ
一商
工
見
習
で
も
可
十
L
1

才
t
ご
十

343UE'R九日仏
γ
止
b
R
1

二
ニ
才
日
政
一
一
一

E千
円

台

E

E
E主
44一JJH
一三一

E

一
【
県
外
】

雪

見

習

エ

ス
?

Z
C
L
j
ノ

上

下

一一
ニ
十
五
才
一
万
一
千
円
i
一
万
八

ナ
令
」
ふ
y
，
広

V
T
L
ニ
c
-
j

一千
円
1
円
・
土
ユ

坑
さ
↓
八
品

一才
t
五
十
E
ゴ
一
ご
万
・
千
一
一
一
百
円
一

・
コ

r

五
、
六
月
中
広
福
一
九
時
i
土

時
三
十
分

一J
三
万
九
千
二
匹
円

・
機
靭
工
十
一

叫

…

基

金

の

定

時

間
の
一
九
月
三
日

松
原
出
頭
所

一五
す
ご
↓
フ

全

百
八
十
円
一

カ

…

た

め

提
出
さ
れ
て
い

一

九
時
1
十
一
時
=
干
分

一l
一
万
百
円
メ
リ
ヤ
ス
議
エ
十
一

日

…

た

国
民
年
金
配
書
を

一

福

吉

野

所

一八

-Z
一
+
-
才

'P
巨
円

一

壮

一

つ
ぎ
の
日
劃
表
に
よ
一

士
ニ
時
十
六
時

一市
内
門
女
子
回

一
般

雲

与

八

』

3
Mり
お
渡
レ
い
た
し
ま
一

一才
、，f
工
十
一ご
美

千

円
・
益
事

す
か
ら
保
管
魁
と
印
鑑
を
持
管
一
九
月
四
日

竹

松

出

張
所
夜
員
十
八
才
4

了
十
三
一

Z
高

て
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

一

九
時

t
十
六
時

7
女
中
年
令
不
問
家
庭
ち
旅
館

な
お
、
支
払
い
は
九
月
六
日
か
十
九

月

五

日

西

大

村

出

額

一変
一
一
一
食
t
五
千

円

・

答

建

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

九
時
l
十
六
時

一余

厚

長

逗

動

一

工

食

筆

肝
劃
表

一

大
村
一
地
区
は
八
月
三
十
一
日
l
九
一千
円
・
田
信
斗
八
才
J
ニ
寸
三
才

日

時

場

所

一

月
五
日
ま
で
壁
事
務
所
で
お
渡
一卒

J
七
千
円

八
月
三
十

一
日

三
浦
出
張
所一
し
ま
す
。

一
【
県

G
W績
工
十
五
才

t
一
宇

九
時

t
十
一
時
一ニ

十

分

二

時

間

冷

厳

守
し
て
ど
だ
さ
い
)

一二
才
八
千
」
/
百
円
1
一
万
五
百

鈴
回
出
頭
所

一

(
福
組
事
務
所』

了
織
布
工
斗
五
才
i
一
一
寸
ニ
才
八

市
で
は
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
一
で
ど
了
承
，くだ
さ
い
。

一

十一一一時

t
十

六

時

一

ィ

3
4ミ
t

一千
百
円
t
九
千
一了
百
円
・
メ
リ
ヤ

一

一

一

1

-

一ス
単
労
十
点
才
よ
干
才
八
千
亘

書
火
葬
祭
老
朽
化
し
て
、
使
一

(保
険
衛
生
課
)

一九
月
一

日

賞

瀬
出
張
所

一

殉

国

是

霊

奉

賛

「

一

E
i一
ア
円

用
に
た
え
な
く
な
っ
た
た
め
喜
一

!
i
l
!
!
j
j

一

ご

協

力

を

一

(会

職

業
宏
君

火
葬
場
の
改
築
工
事
を
、
進
釣
て

一

一

殉
国
慰
霊
事
賞
金
の
事
業
も
年

一

い
た
が
、
と
の
ほ
ど
完
成
し
八
月
一

住

民

登

録

一

斉

一

々
円
滑
な
善
が
な
さ
れ
て
お
り

一

十
四
日
か
ら
使
向
を
は
じ
め
ま
し
一

一ま
V
と
と
は
、
皆
様
ら
の
ご
理
解
一ま

zf一閣の
ご
協
力
柔
願

た

。

こ

の

た

び

の

施

設

は

本

重

一

調

査

に

ご

協

力

を

一あ
る
と
協
力

Z
Aく
感
謝

L
い
い
た
し
号
。

油
専
肘
二
基
、

重
油
薪
炭
兼
用

ニ

住
民
登
録
制
度
の
乙
と
に
つ
い
一務
連
絡
震

)Z
Z脅
し
一
た
し
お
り
ま
す
。

一

奉
賛
袋
'
配
付
及
び
撃
と
め

基
計
二
言
語
で
、
焼
屍
時
恥
聞
は
従
来
一て
は
去
る
七
月
十
日
号
本
紙
で
そ

一て
ご
家
族
の
実
態
岳
山
調
査
さ
れ
る
一

本
年
余
た
る
十
月
大
村
市
三

一に
つ
い
て
は
各
町
務
連
絡
員
の
万

四
時
間
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
約
一
の
概
要
を
の
ベ
て
皆
さ
ま
が
た
の

一乙
と
に
な
っ
て
お

星

す
の
で
そ
一
械

の

憲
章

に
お
い
て
県
下
全

一
へ
お
願
い
し
ま
す
あ
で
刷
費
ζ
多

二
時
間
で
す
み
ま

す

・

一

ご

協

力

を

お
願
い
し
ま
し
た
が
、

一の
節
は
よ
ろ
し
く
と
男

く

だ
さ
一
般
の
軟
季
慰
霊
祭
が
行
は
れ
ま
す

一備
の
折
と
は
存
じ
ま
す
か
‘
と
協

な
室
付
の
聞
は
旧
建
物
の
解
一
市
で
は
雲
九
月
百
議

一る
よ
う
お
知
ら
せ
か
た
が
た
お
願
京
、
皆
様
か
ら
の
募
金
は
と
れ
ら

一刀
芸
許
申
し
あ
げ
す
す
。

体
作
業
等
の
た
め
多
少
ζ
め
い
わ
一
し
て
市
内
一
斉
に
実
態
欄
査
を
実

一い
い
た
し
ま
す
・

事

業

費
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
(
長
崎
県
殉
国
慰
霊
賞
金

く
窓
り
る
と
と
と
存
じ
ま
す
の
一
施
す
る
こ
と
足
り
調
査
員

(

町

乙

の

霊

が

よ

り

盛

大

に

宮

れ

大

村

支

部

き

と
が
あ
る
の
で
、
デ
マ
に
ま

ど
む
さ
れ
ぬ
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
(
消
防
本
部
)

お
日
土
地
・
家
屋
を
公
売

⑤ ⑤ 
塩 I そ)学て必災ゆれに台乙力
2 のに校あ要 害 うがは風と金

ラ八 1 さ早、るかのぷあ大や・杜
ム百~Iい目寺 避 あ危んる火 空 か
六 品 、に院 難 る険気のが気 密
) 十 号 留避 ・砂Tとがをで発の 察
九 il 守 離公(きあっ火生異 へ
袋 11 申す民もはり付元す状 届
( にる舘よ、避るにる乾 げ
六 盗。なり定難。はお 燥で
百 難 ど のめのじそ時る

ム ム A ム A ムう当付財
可有賀1:健 前代分守公会公時 日え 日し，産市
すす 事地 十金め 売売 亮 時ど定まを税
る 亭ののー納十保万場 容刻ずつ滞
。も発 公 時付 証法所 八県まかぎ納
の す売 期 金 月くでらのに
にるじ限 一市 二だに、とよ
限過つ 見般校 十吉、買おり
り格い 九 頼競戸斤 八い印受り、
入証て 月 価 争 税 日・鑑希 、差
札明は 五 格入務 午 持盟公押
有 害 、 日 の札課 前 参 者亮え
許を県午百 十のはにた

①
玖
車
問
郷
本
小
路
百
二
十
一
一
番

の
八
宅
地
三
十
四
坪
九
合

三
勺

①
岩
松
郷
申
針
尾
六
十
七
番
イ

第
一
の
餌
ニ
畑
三
畝
二
歩

外
十
二
歩
畦
畔

③
今
村
郷
鳩
宗
ニ
千
五
番

九
畝
二
十
二
歩

④
松
山
郷
中
野
七
百
八
番

種
地
一
反
歩

⑤
宮
代
郷
係
十
九
百
八
十
五
番

畑
六
畝
二
十
六
歩

⑤
同
郷
吉
丸
百
十
九
番

畝
八
歩

⑦
同
郷
焼
山
千
九
百
二
番

四
畝
十
八
歩

@
富
の
原
郷
高
木
四
百
四
十

番
畑
一
反
歩

①
同
郷
常
粧
八
百
五
番
畑
八

畝
七
歩

⑪
四
の
郷
中
尾
六
百
七
寸
二
一
番

畑
六
畝
十
二
歩
外
十
二
歩

蛙
畔

⑫
並
松
都
欄
畑
百
十
一
番
の
五

十
九

畑
九
畝
二
十
五
歩

⑬
孟
松
郷
百
本
松
八
百
三
十
番

畑
ム
ハ
畝
十
五
歩

田

⑬
岩
松
郷
上
西
針
尾
百
四
十
三

番
の
三
回
四
畝
九
歩

⑬
寿
古
都
七
百
九
十
ニ
番
家

庫
番
号
同
郷
五
十
七
番
ニ

木
造
草
葺
卒
家
建
居
宅
一
一
棟

建
坪
十
五
坪
九
合
九
勺

ム
日
本
赤
十
字
社

ち
り
紙

コ
ン
ロ

セ
l
ラ
服

中
古
衣
料

六
個
三
個
八
着
五
十
個

公
売
物
件

染陸

⑮
同
郷
関
田
七
百
七
十
六
番
の

-

宅
地
百
三
十
五
坪
四
勺

⑪
同
都
七
百
七
十
六
番
の
一

家
庫
番
号
同
郷
七
十
七
番

木
造
瓦
葺
卒
家
建
工
場
一

棟

建
坪
十
六
坪
八
合
五
勺

付

属
木
造
瓦
葺
二
階
家
住
家
一

棟
建
坪
九
坪
九
合
外
一
一階

四
坪
八
合
四
勺

付
属
木
造

杉
皮
葺
平
家
起
工
場
一
棟

建
坪
十
二
坪
四
合
(税
務
課
}

水
害
見
舞
品

ム
ア
メ
リ
カ
赤
十
字
社

オ
ラ
ン
々
政
府

毛
布
二
十
枚

ム
日
本
専
売
公
社

タ
バ
コ
、
八
百
六
十
九
個

(新
生
二
十
本
入
)

回
三回

げ

晶
リ
白
リ
ハ
H
H
HH
H
"
凸リ
ハH
H
リ
H
リ
白
リ
パ
H
H
Hリ
U
司
白
司
川
H
H
リ
u
w
品
押
パ
H
H
Hr
u
円
山
円
パ
H
H
H
HK
岨
円
曲
q
AH
H
HV
A
回
A

1
川

H
Hリ
d
円
岨
円
iJA

H
い
A
H
A
F
パ
H
H
Hr
H
H
d
w
J
H
H
V
1
A
W
A
F
A
H
H
U
γ
ω
u
Fハ

H

V

“FU
軒パ
H
H
V岨
ロ
岨
F
ハ

H
H
v
h
H
A
W
パ
H
H
v
ω
HV
れ
H
H
Hド
叫

W
叫

W
パ
H
H
HV
山
W
H
W
パ
H
H
Hr
叫

V
A
W

下 z 重油燃焼装置【写真】上E 新装なった火葬場正面

新
し
い
火
葬
場
が

完
成
し
ま
し
に

求
人
案
内

夜型陵

(
市
民
際
)
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(
一
保
険
衛
崎
製
)

【写真】作品の野外展示風景

ム
幼
稚
園
の
部

⑥

入

選
西 9 星
吠ご 議き

村幼
幼

ム

小

学
生
の
部

⑥

特

選
大
村
大
村
申
央

五
年

渡
海

輯

轡

四
年

一
一
刷
費
智
子

一
年
山
田
た
か
ゆ
き

固
定
資
産
税
才
一
ニ
期
分
の
M

納

期

限

は

一ん
1
:市
-
E…

で
す

ぜ

ひ

納

期

限

内

に

…

完

納

し

ま

し

ょ

う

…

(
税
務
課
)
一

大
木寸

六
年

就

ム

中
学
生
の
部

伊

勢

町

大
村
小
六
年

口
木
和
子

口
木
た
か
子

礼
子

大

村

小

四

年

口

木

明

子

大
村
小
一
年
口
木
か
ず
ひ
で

⑨
入
選

三武
城

杭

出

三
城
三
紙

部

満
江
ふ
さ
の

六
年
満
江
照
宮

五
年

溝
江
邦
弘

静

岩

井

静

子

二
年

岩
井
三
和
子

一
年
岩
井
由
美
子

回
ノ
卒

滝
口
道
子

大
村
中

一

年

滝

口

透

三

城

三

年

滝
口
と
も
子

憲
雄

古

町

西
大
村
中

中
央
一
年

本
町
二
丁
目

星
美
幼
稚
園

杭

出

樟

一乙一
城
五
年

h
q

一
年

武田
宇
中
三
年

三
誠
四
年

。
一
年

四
才

一小
田

清

一小
田

透

部

山
崎

定

山
崎
い
く
代

山
崎
世
樟
子

山
崎
賀
子

山
崎
た
か
乙

山
崎
て
つ
ろ
う

ア
ソ
ジ
ン
・
モ
ン
ぜ
ッ
ト
等
の
す

-
L

i

病
菌
の
防
除
£
役
立
つ
ば
か
り
切
り
と
す
る
)
小
さ
い
も
の
は
叩

…

いれ
演

湾

労

沼

山

枇

素
剤
は
薬
害
が
起
る
乙
と
が
薬
剤
は
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
船
で
な
く
休
眠
聖
短
か
く
し
、
根

ωつ
い
た
所
を
一
部
切
断
し
…

あ
り
ま
す
の
で
、
水
和
剤
の
絹
剤
か
よ
く
、

B
H
C
粉
劃
の
南
芽
を
促
進
レ
ま
す
。
て
も
よ
い
.

…

【

水

稲

】

合

は

モ

ン

ゼ

ッ

ト

は

一

ニ

O

O

O

場

合

は

主

ニ

日

早

自

に

雲

仙

橿

い

も

の

切

断

【

み

か

ん

】

川
(
病
曹
虫
の
防
除

)

l

三

五

O

O

倍

、

ア

ソ

ジ

ン

は

い

ま

す

。

秋

馬

鈴

暑

を

植

村

付

る

に

あ

た

川
ム
鮫
枯
病
H
鮫
枯
病
の
発
生
老
=
C
O
O
L
-
五
O
O
倍
ぐ
ら
弼
蛾
最
盛
日
お
よ
び
弼
蛾
量
瓜
っ
て
、
種
い
も
を
丸
い
も
の
ま
事
雨
量
重
で
あ
る
し
川

…
見
て
い
ま
す
。
察
官
よ
る
い
と
し
、
=
回
一散
布
の
き
は
農
協
を
通
じ
て
速
報
さ
れ
ま
す
ま
植
コ

7
る
ミ
切
断
し
た
い
官
シ
ー
ズ
ン
に
も
入
り
ま
す
…

五

は

ま

と

さ

三

十

併

に

う

基

の

万

護

っ

た

が

よ

い

が

、

ラ

ジ

オ

、

噴

き

も

老

植

f
pは
き

わ

め

て

ド

リ

持

府

知

山
も
季
'
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
で
し
ょ
う
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
重
要
な
問
題
で
す
。
他
の
植
物

川
と
で
適
期
防
除
が
必
要
仁
な
っ

4

'

整
備
し
、
士
羽
の
〈
ず
れ
や
す
川

…
て
き
ま
す
二

回
散

布

す

る

乙

院

引

計

れ

M
旬

以

む

か

い

rMM日
臥

い

所

ぞ

お

ち

な

者

九

て

一

川
合
は
勧
穂
の

伸

一

露

、

っ

ち

補

強

し

て

お

き

ま

し

J
J

ご

…
出
穂
十
二

t
十

一

言

前

と

わ

が

ば

れ

い

し

ょ

1
種

い

も

の

消

毒

を

完

全

に

防

風

林

、

破

風

林

の

な

い

園

ぺ

川

適

期

と

思

む

れ

ま

す

。

し

お

し

で

は

人

工

防

周

垣
t
q
殻
付
て
、
川

…

霊

の

は

げ

し

い

場

合

は

一

回

水

稲

H
続

院

は

発

が

最

盛

期

を

中

心

に

風

害

か

専

ら

お

は

な

り

ま

せ

川

川
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

で

な

く

、

一

一

ん

。

海

岸
蝕
帯
で
潮
風
害
を
う
川

山
岡
散
布
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
注
意
し
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
【
秋
馬
鈴
著
の
栽
培
】
状
か
ら
切
断
し
た
万
が
良
い
.
旬
、
そ
の
あ
と
雨
が
降
ら
な
付
山

川
そ
の
場
合
、
第
一

回
は
幼
穂

形

算

二

化
期
の
問
除
は
mm
蛾

最

す

な

わ

ち
馬
齢
署
同
項
都

れ
は
十
時
間
E
内
に
水
で
塩
分
川

川
成
闘
を
や
や
す
ぎ
た
と
ろ
、
晩

盛
期
を
中
心
と
し
て
行
な
い
ま

ω種
い
も
の
消
毒

(

な

り

つ

き

の

反

対

側

」

優
勢

を
お
と
し
ま
し
ょ
う
。
葉
が
お
川

…
庄
で
は
二
十
日
と
ろ
と
誌

の

す

。

種

い

も

め

震

に

付
着
す
る
い
と
い
う
佐
賀
を
も
っ
て
い
る
の

ち
事
合
は
、

日
焼
露
ぐ
た
…

…
伸
長
期
を
や
や
す
ぎ
た
と
ろ
、

①

発

生
量
が
少
な
い
雲

は
ろ
い
ろ
の
病
菌
を
殺
す
た
め
、
で
、

頂
部
の
葬

の
早
い
勢
力
め
ず
ぐ
石
灰
乳
亭
ぬ
っ
て
お
き
一

川
八
月
三
十
日
と
ろ
が
よ
い
と
恩

一
回
で
よ
く
、

発
蛾
最
盛
日

か

の

強

い

白

老

つ

げ

て

切
断
ヲ
る
ま
す
。

…
い
ま
す
。
票
結
モ
ン
ゼ
ツ
ト
ら
七
日
後
が
最
適
期
で
、
そ
れ

植
村
前
に
丸
い
も
の
ま
ま
で
ウ

と
南
芽
も
阜
く、

種
い
も
の
節

「

陪
だ
に
」
の
発
生
に
は
じ
ゅ

山

川

・
ア
ソ
ジ
ン
等
効
果
が
あ
り
ま
よ
り
七
日
以
内
に
完
了
し
ま
す
ス
ブ
ル
ン
遣
を
行
な
い
ま
す

を

で
き
ま
す
・

主

人
注
窟
し
て、

被
害
柔

一

…
す
.
い
も
ち
病
の
防
除
を
か
ね

②

暁
生
霊
グ
多
く
mm
蛾
期
が

濃
度
七

0
0
1八
C
C
倍
鞭
に

太
い
も
の
は
ニ
つ
切
、
四
つ
然
に
防
き
ま
し
ょ
う。

ま
た
、
川

山
て
両
方
に
効
果
の
あ
る
と

νわ
長

い
と
恩
わ
れ
る
と
き
は
館
一

ひ
E

-
0
1一
5
分
間
後
に

切
り
と
し
ま
す
・

(七
十
グ
ラ

貯
蔵
庫
長
候
の
良
い
日
品

川

川
れ
て
い
る
マ

ッ
プ
粉
剤
も
よ
い

回
キ
発
蛾
最
盛
期
に
、

第
一
-
回
水
洗
い
し
て
か
げ
干
し
し
ま
す

ム
内
列
を
=
つ
切
り
と
し
百
四
書
し
て
お
ぎ
ま
し
ょ
う。

川

山
で
し
ょ
ろ
o

t
を
そ
の
後
七
日
自
に
行
な
い
ま

種
い
も
の
ウ
ス
プ
ル
ン
消
毒
は

十
グ
ラ
ム
内
併
の
も
の
は
四
つ

F

県
農
業
改
良
普
及
断
)

川

A 
三 壁 率第
高 層 業 四
万す期

ムお法る
きも 明

実 三 第の 年

施雇函.買
』 種 に小

，九ナ九九九九巷九九 九九第 場 亡 つ 学
よ月月月月月月頁月月月旦 ー 可い 校
七七六六五五回四三 三 ユ 回 所 そ は を
日日日日日日日日日日日

ぉム ム
九九九九九九九九九九九 持そ 三料校但回の
旦旦塁塁月月月月月月旦 第 よ牽の十金で ν援 他
一ーーーニニニニ 一 一一 ニ す他円 実小型 は
十十十十十十十十十十十 回 びる を制施 牟 す
八八七七六六 E 五四四四 乙 当徴金 ~ 在 るい
日日日日日日日日日日日 期と 日 取は る 児。づ

さつ、マr_一 幸吉 す1

士士十十十士士十士士十 日底 母 語3人 ほ か
回目月月月月月月自白月 館 隈 子 。一 副 の
こ千二千十十十千千十平午十三 空手 回 途 日
九九八八七七六六五五五国 語帳 当 各 に
日日日日日日日日日日日 ~~き り 学 一

ムムム ム ま用 し に
り瞬開時日中の相すさまよ亮
師陸 時の出験 。れずり 明
場 H 簡 願内 るの興協
弼所 ハ注手容 よで 閉 虫
明 11 月憲新百 ろ、 遜 で
也市 二事き特 お ど 回は喜:十 項 、許 知 希 襲、E 、お 、 ら望書安 つ
水 日そよ実 せの所ぎ
裏震 午のg岡 い百をの
眼 前他出新 た同開票
よ . 十 願 実 し利股 領

ム ム ム ，!'::s-.6名競
課そ面軍 午選くで応年募艇
にの 接考 前 者だ履募令算問
お他に万九期さ 開締 し 催
たくよ 法時 日 い審切澗 て 白時
ずわる 事 場。を 十い女
し ー 業 所 事尺 八ま 子
くい般際 業月 才 ず 従

F だ乙 常八 醇 ニ業
事 さと融月に 十三員
業 い陪 》 三出 八 十 を
~ c 事珠 十し目 、五 若
-;j鳥算 日てま 才干

か
に
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

特
別
清
掃
地
威
内
で
、
つ
ぎ
に
一
以
上
ム
あ
ひ
る
(
三
+
目
宋
摘
の
一
豆
の
郷
を
除
く
)

か
か
げ
る
数
以
上
の
動
物
券
闘
養
一ヒ
ナ
ち
除
く
)
H五
十
羽
以
上
一
例
飼
育
者
の
と
く
に
注
意
す
ぺ

し
た
り
政
容
し
た
り
す
る
た
め
の
一
例
特
別
清
掃
蝋
域
と
ば
、
つ
ぎ
一
き
事
項

地
般
を
持
っ
て
お
F

円
れ
る
か
た
は
一
の
地
践
で
す
。
一
利
益
尿
は
必
ず
議
尿
だ
め
を

県
知
事
の
許
可
あ
受
付
な
け
れ
ば
一
刊
本
庁
地
区
(須
田
ノ
木
、
荒
一
般
捕
し
、
終
末
処
理
を
完

な
ら
な
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
一
卒
、
水
計
、

長
岡
、
城
ノ
尾
一
全
に
す
る
乙
と
。
と
く
に

そ
の
手
続
を
し

τレ
な
い
か
た
一
木
場
郷
、

徳
泉
川
内
、
箕
島
一
語
尿
老
公
共
の
溝
、
河
川

は、

至
急
大

村

保

健

所

を

通

じ

て

一

応

除

く

)

一

そ

の

他

公

共

の

場

所

長

一

手
続
を
す
ま
せ
て
〈
だ
さ
い
。
一
例
西
大
村
蛸
区

(
上
諏
訪
、
陣
一
し
た
り
、
捨
て
た
り
す
る
一

く
わ
レ
い
と
と
は
保
険
衛
生
課

一
内
、

植
松、

坂
口
、
古
賀
島
一
と
清
掃
法
の
規
定
に
よ
り
一

へ
お
?
ず
ね

く

だ

さ

い

。

一

帯

除

く

)

一

罰
せ
ら
れ
る
と
と
が
あ
り
一

ω
飼
整
許
可
を
必
要
と
す
る
動

一

村
竹
松
地
区
(辻
九
郎
丸
、
矢
一

ま

す

.

一

物
お

よ

び

敬

一

次

、
平
寄
、
卒
、
今
津
郷
、
一
例
ハ
エ
、

蚊
な
ど
約
発
生
者
一

ム
牛
、
馬
H
一一回
目
上

ム
豚
日
一

宮
ノ
原
郷
、
黒
丸
郷
"
九
郎
一
完
全
に
防
止
す
る
乙
と
、

一
⑥
佳
作

一
頭
以
上

ム
め
ん
羊
H
H
四
頭
以一

丸
、
立
小
路
、

回
端
を
除
く
一

村

臭

気
の
処
理
主
歪
に
雪
一

大
村
}
年
な
が
よ
よ
う
と

上

ム

山
羊
H
四
頭
円
以
上
ム
犬一

)

一

る
乙
と。

松
原
一

年

原
日

経
範

日
十
頭
以
上
ム
鶏

{
三
十
日
宋
一
判
松
原
地
区
(
山
下
梶
ノ
尾
、

申
央

二
年
浜
本
博
文
一

澗
め
ヒ
ナ
そ
除
く
)
H
一

O

O

羽

一

東

光

寺

、

一

一

一

の

郷

、

四

の

郷

三

一瓶

二
年
長
岡
み
ち
ζ
一

-
Z
城

三

年

石
丸
和
人
一

松
原
三
年
山
口
ま
と
と
一

一ご
誠

四
年

村
部

純
子
一

大
村
ー
四
年

渡

海

晴
彦
一

三
城

五

年

害
間
余
弘
一

一ニ
紙
五
年
蘇
山
泰
子
一

大

村

六
年

前

川

満
子
一

竹

松

六

年

岩

を

よ

み

一
⑥
佳
作

栄

町

三
城

二
年

ね
た
野
列
教
育
巻
目
的
と
し
て
親

子
と
も
に
た
の
し
い
-
日
を
す
ご

そ
う
b
r-
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

対
象
陪
小
学
校
、
申
学
校
の
庄

八
角
五
日
の
目
曜
い
い
朝
が
ら
玖
一

で
に

ぎ

あ

い

烹

し

た

。

徒

と

そ

の

父
兄
℃
当
日
mr
b
e
加
者

畏
此
の
大
村
公
園
行
親
子
の
繭
繁
一
と
れ
は

νク
レ
1
シ
ョ
ン
牟
兼
一は
五
百
名
場
超
え
て
V
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賞
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つ
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。
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ら
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日
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テ
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の
予
防
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E主ι

一二
浦
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所
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険
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村
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想
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中
央
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民
館

池
田
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院

賞
瀬
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頭
所
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市
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松
出
題
附
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出
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附

松
原
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頭
所

前

正

八
月
十
日
号
二
頁
左
下
台
風
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路
図
解
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明
①
風
伺
当
初
北
東
よ

り
吹
き
西
、
南
ヘ
ま
わ
る
と
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の
は
①
風
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初
北
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き

北
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西
へ
ま
わ
る
。
の
間
遣
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で
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し
た
の
で
お
能
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訂
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事
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。
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工
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闘
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子
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竹
松
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朗
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松
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百
日
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フ
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予
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い
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つ
ぎ
の
と
お
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の
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な
く
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八
重
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て
く
だ
さ
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松
井
る
り
子
一

〕

松
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よ
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当
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館
一
割

昨
葎
三
ケ

月
か
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六
ヶ
月
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で
(
但
し
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生
後
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ヶ
月
以
上
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も
の
で
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ま
だ
一
回
も
接
事
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い
な
い

も
の
も
含
む
)
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館
二
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初
回

免
疫
(第
一
回
)
後
、
十
二
ヶ

月
t
十
A
ケ
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経
過
し
た
も
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第
三
期
明
年
四
月
{
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十
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年
)
小
学
校
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入
学
す
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の


